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図８一文字選択に要する平均ステップ数
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５．考察
５．１標準文字盤と行付加文字盤の比較
標準文字盤と行付加文字盤の比較においては，表５～表７で明らかなように，事前情報
を考慮する場合と考慮しない場合のいずれにおいても，標準文字盤の場合に比べて一文字
選択に要する平均ステップ数が有意に少ないことが示された（危険率５％)。
また，表８と表９から，特に事前‘情報を考慮する場合には，使用頻度値を，それを求め
た文書に適用した時に，ほとんどが20％以上の減少率を示した。そして，他の文書に適用
した場合でも，平均で約15％程の減少率を示した。このことから，列付加文字盤において
事前情報を考慮する場合も同様に15％程度の減少率が得られ,文字選択効率の改善が期待
される。
５．２事前情報を考慮する場合と考慮しない場合の比較
行付加文字盤において，事前情報を考慮しない場合は，使用頻度値を，それを求めた文
書に適用した時と他の文書に適用した時の有意差は認められなかったが，考慮する場合に
は有意差が認められた（危険率５％)。前者の理由としては，ALSDOC（Etran，Wivik，
Partner)における３文書の間で使用頻度が上位５単位のグループとして見た場合にほぼ同
じ文字が含まれているためと考えられる。これに対して，後者の理由としては，上記各文
書の間で使用頻度に少し差があるためと考えられる。
また，表８と表９より，行付加文字盤においては事前情報を考慮する場合が考慮しない
場合に比べて総ステップ数の減少率が有意に大きく（危険率５％)，文字選択効率が改善さ
れる。
５．３まとめ
結果の全ての表から，使用頻度値を，それを求めた文書に適用した時と他の文書に適用
した時とでは，前者において最もステップ数が有意に少なくなるといえる（危険率５％)。
また，グラフの結果より一文字あたりのステップ数またはステップ数の減少率において，
３つの文書間では，有意差はないといえる。
今回行ったシミュレーションによる結果から行付加文字盤と列付加文字盤の両方で，事
前情報を考慮する場合と考慮しない場合のいずれにおいても，高使用頻度文字を文字盤に
付加する方法は文字選択効率の改善に有効と考えられる。しかし，事前情報を考慮する場
合には仮名文字を選択する度に新たな候補文字が表示されるため操作性の評価が課題であ
る。
６．結盲
重度肢体不自由者のコミュニケーションを支援するためのメッセージ生成システムにお
いて，仮名50音表を基本とした文字盤使用での文字選択効率を向上させる－方法として，
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従来の文字盤に使用頻度の高い文字（上位５文字）を１行追加表示する方式を提案した。
表示する文字は，日本語のメッセージにおいて使用頻度の高い文字（固定順序）と，直前
に選択した文字に続く使用頻度の高い文字（可変順序）の二通りとした。実際に肢体不自
由者が作成したメッセージから導出した平均仮名文字使用頻度および１文字選択後におけ
る出現率の高い仮名文字を導出し，これらを１行分だけ追加表示する場合としない場合に
ついて操作回数の増減についてシミュレーションを行って計数した結果，追加表示により
文字選択効率が有意に改善されることが示された。また，追加表示する仮名文字としては，
追加文字の固定順序方式よりも可変順序方式において，操作効率が有意に改善されること
が示された。一方，可変順序方式では，異なる仮名文字を選択する度に，直前に表示され
ている追加仮名文字とは異なる仮名文字が新たに表示されるため，これによる操作性への
影響に関する評価が必要と考えられる。
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ScanningtypeofJapanesecommunicationaidshavebeendevelopedfortheseverely
physicallydisabledwhodon，thaveenoughphysicalcapabilitytospeakandwriteln
mostoftheseaids,thestandardJapaneseKanatablehasbeenusedforselectingletters
tomakemessagesTherateofselecting］ettersandsynthesizingmessagesare，
however,muchslowerthanotherselectiontechniquesuchasthedirectandthecoding
ThishasbeencausedbythestructureoftheJapaneseKanatable,ｉｎｓｐｉｔｅｏｆｉｔ's
availabilityforthemostofJapanese・Thispaperproposesthemodificationofthe
JapaneseKanatabletoacceleratetheselectionrateThemodificationhasbeendone
byaddingfrequentlyusedletterstothestandardKanatableasanadditionalcolumn・
Thefrequentlyusedlettersareobtainedbytwomethods・Inthefirstmethod，the
lettersareobtainedaccordingtothefrequencyofoccuranceinamessage・Inthe
secondmethod,thelettersareobtainedaccordingtothefrequencyofoccurance,ina
message,afterselectingaletter・Thismeansthatlettersofthecolumninthesecond
methodwillchangeeverytimeafterselectingaletter・Ｆｒｏｍｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅｓｉｍｕｌａ‐
tionformakingamessage,itindicatethefollowingcharacteristics．
(1)Theadditionofacolumnwhichcontainsletters，usedfrequentlyinmessages
writtenbytheseverelyphysicallydisabled，reducesthetimeforselectinglettersin
makingmessages．
(2)Inanaddingcolumn,theuseofpredictedlettersfollowedbyapre-selectedletter
ismucheffectivethantheuseofnon-predictedletters
Althoughｔｈｅｒｅsultindicatestheeffectivenessofletterpredictionforselectinga
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nextletterinthescanningtypeofJapanesecommunicationaids,clinicaltestingforthe
prospectiveusersofthistypeofselectingmethodswillbeneccesarytoevaluateｔｈｅ
affectionofchanginglettersinthecolumn．
